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（はじめに）日本の骨粗鬆症患者数は 1280万人と推計される（Yoshimura N et al. 2009, 








変化の予測，③骨折危険度の評価，④薬物治療効果の判定が挙げられる（Chaki O et al. 2000）








（目的）骨代謝マーカーには人種差（Clark P et al. 2009）（Pongrak and Kittisak. 2009）


















れぞれ 0.255ng/mL，0.100-0.653ng/mL，Intact P1NP における平均値および平均値±1.96SD
はそれぞれ 33.2μg/L、17.1-64.7μg/Lであった．また，閉経後群の sCTXにおける平均値




に sCTX，Intact P1NP の詳細な分析から思春期以降の健常日本人女性の生涯の骨代謝状態
が示された．生涯の骨代謝状態では 30 代から 40 代前半が最も骨代謝状態が安定している
ことが示され，30-44歳群の検体を用いて基準値作成をすることが適切であることが示され
た． 

















Ardawi MS, Maimani AA, Bahksh TA, Rouzi AA, Qari MH, Raddadi RM. (2010 Oct), Reference 
intervals of biochemical bone turnover markers for Saudi Arabian women: a 
cross-sectional study. Bone. 47(4):804-14.  
 
Chaki O,Yoshikata H,Kikuchi R, Nakayama M,Uchiyama Y,Hirahara F,Gorai I, (2000), 
Thepredictive value of biochemical markers of bone turnover for bone mineral density 
in postmenopausal Japanese women. J Bone Miner Res 15:1537-1544. 
 
Clark P, Cons-Molina F, Deleze M, Ragi S, Haddock L, Zanchetta JR, Jaller JJ, Palermo 
L, Talavera JO, Messina DO, Morales-Torres J, Salmeron J, Navarrete A, Suarez  E, 
Perez CM, Cummings SR. (2009), The prevalence of radiographic vertebral fractures 
in Latin American countries: the Latin American Vertebral Osteoporosis Study(LAVOS). 
Osteoporos Int ;20:275-82. 
 
No authors listed. Osteoporosis Prevention, Diagnosis, and Therapy. NIH Consensus 
Statement 2000;17:1-45. Review. 
 
Pongrak Boonyanurak MD, Kittisak Wilawan MD.( 2009) , Levels of biochemical bone 
marker procollagen type 1 N-propeptide（P1NP）in Thai women aged 40-70 years. J Med 
Assoc Thai Vol.92 No.7; 92(7):873-7. 
 
Sakamoto K, Nakamura T, Hagino H, Endo N, Mori S, Muto Y, Harada A, Nakano T, Yamamoto 
S, Kushida K, Tomita K, Yoshimura M, Yamamoto H. (2006), Report on the Japanese 
Orthopaedic Associations 3-year project observing hip fractures at fixed-point 
hospitals. J Orthop Sci ;11:127-34. 
 
Vasikaran R, Eastell O, Bruyere A, J Foldes P, Garnero A, Griesmacher M. (2011),  
Markerrs of bone turnover for the prediction of fracture risk and monitoring of 
osteoporosis treatment: aneed for international reference standards. Osteoporosis 
Int 22:391-420. 
Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T. (2010), Cohort profile: 
research on Osteoarthritis/Osteoporosis Against Disability study. Int J 
Epidemiol;39:988-995. 
 
Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Mabuchi A, En-Yo Y, Yoshida M, Saika A, Yoshida H, Suzuki 
T, Yamamoto S, Ishibashi H, kawaguchi H, Nakamura K, Akune T. (2009), Prevalence of 
knee osteoarthritis, lumbar spondylosis and osteoporosis in Japanese men and women: 


























1．Nomura Y, Yoshizaki A, Yoshikata H, Kikuchi R, Sakakibara H, Chaki O, Fukunaga 
M, Hirahara F. Study of the distribution by age group of serum cross-linked 
C-terminal telopeptide of type I collagen and procollagen type I N-propeptide in 




1．新規骨形成マーカーPINP を用いた骨粗鬆症治療の効果判定：野村可之，善方裕美，   
田上裕子，浅野涼子，倉澤健太郎，小林有紀，住友和子，菊地律子，榊原秀也，茶木修，





永田亮，納田容子，野村可之，小林有紀，杉浦賢：関東連合産科婦人科学会誌 51 巻 4 号   
611 頁-617 頁 2014 年 11 月発行 
 
2．月経随伴性気胸に対し再発予防に苦慮した 1 例：寺西絵梨，松永竜也，小祝千夏，    
大沼えみ，瀬川恵子，松﨑結花里，永田亮，納田容子，野村可之，小林有紀，杉浦賢：     
神奈川産婦人科学会誌 51 巻 2 号 160 頁-164 頁 2015 年 2 月発行 
 
3．診断と効果判定に難渋し、止血のために 2 回の子宮動脈塞栓術を用いた臨床的侵入奇胎
の 1 例：松﨑結花里，松永竜也，中島泉，瀬川恵子，納田容子，元木葉子，野村可之，     
杉浦賢 神奈川産婦人科学会誌 50 巻 2 号 123 頁-127 頁 2014 年 1 月発行 
 
4．経腟分娩後に診断された癒着胎盤に対し、待機療法で子宮温存可能であった 1 例：   
瀬川恵子，納田容子，中島泉，松﨑結花里，元木葉子，野村可之，松永竜也，杉浦賢     




5．卵巣癌終末期において胸水貯留に伴う症状緩和に苦慮した 1 例：中島泉，松永竜也，   
松 﨑 結 花 里 ， 瀬 川 恵 子 ， 納 田 容 子 ， 元 木 葉 子 ， 野 村 可 之 ， 杉 浦 賢             
神奈川産科婦人科学会誌 50 巻 1 号 27 頁-30 頁 2013 年 7 月発行 
 
6．帝王切開時に発見され悪性腫瘍との鑑別が困難であった卵巣脱落膜変化の一例：   
佐藤玲南，望月昭彦，野村可之，助川明子，佐藤美紀子，杉浦賢，宮城悦子，榊原秀也，
平原史樹 関東連合産科婦人科学会誌 49 巻 4 号 555 頁-559 頁 2012 年 11 月発行 
 
7．初回手術後 4 年で肺転移を来した卵巣粘液性境界悪性腫瘍の 1 例：元木葉子，中島泉，
瀬 川 恵 子 ， 松 﨑 結 花 里 ， 納 田 容 子 ， 野 村 可 之 ， 松 永 竜 也 ， 杉 浦 賢             
神奈川産科婦人科学会誌 49 巻 2 号 115 頁-117 頁 2013 年 1 月発行 
 
8．悪性転化を伴った未熟奇形腫の 1 例：松永竜也，中島泉，瀬川恵子，松﨑結花里，     
納田容子，山本葉子，野村可之，杉浦賢，津浦幸夫 日本婦人科腫瘍学会誌 31 巻 1 号    
62 頁-67 頁 2013 年 1 月発行 
 
9．若年女性における骨の管理 妊娠・産褥 妊娠初期の骨密度とライフスタイル，栄養摂
取状態についての検討 SKY Study(Saitama, Kobe, Yokohama Pregnant Cohort Study)
第 1 報：善方裕美，津川尚子，渡辺優奈，合田麻由，鈴木幸雄，竹島和美，時長亜弥，     
吉崎敦夫，野村可之，菊地律子，榊原秀也，茶木修，平原史樹，上西一弘，岡野登志夫 
Osteoporosis Japan 20 巻 3 号 514 頁-516 頁 2012 年 7 月発行 
 
10．妊娠後骨粗鬆症に対して産後にエルデカルシトールを使用した症例：鈴木幸雄，   
吉崎敦夫，野村可之，善方裕美，菊地律子，榊原秀也，平原史樹，茶木修 Osteoporosis Japan 
20 巻 3 号 501 頁-504 頁 2012 年 7 月発行 
 
11．閉経前後および未治療骨粗鬆症患者の骨代謝状態の検討：吉崎敦夫，善方裕美，    
合田麻由，鈴木幸雄，竹島和美，時長亜弥，野村可之，菊地律子，榊原秀也，福永仁夫，




持丸綾，小林有紀，善方裕美，菊地律子，榊原秀也，茶木修，平原史樹 Osteoporosis Japan 
19 巻 3 号 476 頁-479 頁 2011 年 7 月発行 
 
13．当院における骨粗鬆症に伴う症状に対するアンケート調査：須郷慶信，野村可之，   
今井雄一，北山玲子，持丸綾，倉澤健太郎，小林有紀，善方裕美，菊地律子，榊原秀也，
茶木修，平原史樹 Osteoporosis Japan 19 巻 3 号 464 頁-467 頁 2011 年 7 月発行 
 
14．子宮内膜症再発症例における疼痛の寛解・維持療法としてのジエノゲスト投与に関す
る検討：持丸綾，榊原秀也，浅野涼子，北山玲子，伊藤朋子，今井雄一，須郷慶信，      
吉 崎 敦 夫 ， 永 田 智 子 ， 野 村 可 之 ， 中 村 朋 美 ， 平 原 史 樹                  
日本エンドメトリオーシス学会会誌 32 巻 150 頁-152 頁 2011 年 7 月発行 
 
15．骨粗鬆症治療中の血清 ucOC 測定による治療法選択の個別化：善方裕美，野村可之，
吉崎敦夫，倉澤健太郎，菊地律子，榊原秀也，平原史樹，茶木修 Osteoporosis Japan   
19 巻 2 号 183 頁-186 頁 2011 年 4 月発行 
 
16．骨粗鬆症治療薬 SERM の有効性 長期投与成績から：善方裕美，茶木修，浅野涼子，
葉山智工，野村可之，倉澤健太郎，小林有紀，住友和子，菊地律子，榊原秀也，平原史樹 
Osteoporosis Japan 18 巻 3 号 489 頁-492 頁 2010 年 7 月発行 
 
17．骨密度評価から骨折リスク評価へ 婦人科における FRAX の臨床応用 FRAX を用い
た骨粗鬆症治療の介入ポイントについて 当科における介入ポイントとの比較検討：  
野村可之，倉澤健太郎，磯村和美，浅野涼子，古野敦子，榎本紀美子，永田智子，      
斉藤圭介，善方裕美，菊地律子，榊原秀也，茶木修，平原史樹 Osteoporosis Japan    
17 巻 3 号 485 頁-488 頁 2009 年 7 月発行 
 
18．血小板無力症合併妊娠の 1 例：最上多恵，沢井かおり，大井由佳，片山佳代，      
野 村 可 之 ， 佐 藤 美 紀 子 ， 平 原 史 樹 ， 奥 田 美 加 ， 高 橋 恒 男                 
日本産科婦人科学会神奈川地方部会会誌 45 巻 2 号 98 頁-100 頁 2009 年 1 月発行 
 
19．自己免疫性肝炎合併妊娠の 1 例：大井由佳，野中愛子，門脇綾，最上多恵，       
長谷川哲也，野村可之，田野島美城，小川幸，斉藤圭介，奥田美加，高橋恒男，平原史樹 
日本産婦人科学会関東連合地方部会誌 45 巻 4 号 329 頁-333 頁 2008 年 11 月発行 
 
20．塩酸ラロキシフェンによる骨粗鬆症治療の薬剤不応例の一例：野村可之，倉澤健太郎，
善方裕美，菊地律子，茶木修，平原史樹 Osteoporosis Japan 16 巻 3 号 481 頁-484 頁 
2008 年 7 月発行 
 
21．分娩直前に水痘を発症した 1 例：門脇綾，斉藤圭介，野中愛子，大井由佳，最上多恵，
長 谷 川 哲 也 ， 野 村 可 之 ， 小 川 幸 ， 奥 田 美 加 ， 高 橋 恒 男 ， 平 原 史 樹 ：             




平原史樹 Osteoporosis Japan 15 巻 3 号 496 頁-499 頁 2007 年 7 月発行 
 
23．塩酸ラロキシフェン服用におけるアドヒアランスの向上を目指して：倉澤健太郎，  
野 村 可 之 ， 大 前 真 理 ， 椎 名 香 織 ， 菊 地 律 子 ， 茶 木 修 ， 平 原 史 樹            
SERM：Selective Estorogen Receptor Modulator 5 号 92 頁-93 頁 2007 年 8 月 
 
24．塩酸ラロキシフェンの効果判定には骨代謝マーカーが有用である：倉澤健太郎，   
葉山智工，野村可之，望月久美，善方裕美，荒田与志子，菊地律子，茶木修，平原史樹 
Osteoporosis Japan 14 巻 3 号 507 頁-511 頁 2006 年 7 月発行 
 
25．婦人科悪性腫瘍治療を行った若年者に対する骨粗鬆症予防と治療：野村可之，    
倉澤健太郎，葉山智工，善方裕美，菊地律子，望月久美，荒田与志子，宮城悦子，茶木修，
平原史樹 Osteoporosis Japan 14 巻 3 号 465 頁-467 頁 2006 年 7 月発行 
 
26．著名な腹水を認めた結核性胸腹膜炎の 1 例：小山麻希子，野村可之，鈴木理恵，     
佐治正彦，高安義弘 日本産婦人科学会神奈川地方部会会誌 42 巻 2 号 142 頁-144 頁 
2006 年 1 月 
27．骨粗鬆症治療のノンレスポンダーへの対応 基礎から臨床まで 骨代謝マーカーから
みたノンレスポンダーの予測：茶木修，倉澤健太郎，喜多村薫，元木葉子，小山麻希子，
佐藤綾，野村可之，望月久美，善方裕美，荒田与志子，菊地律子，平原史樹     




Osteoporosis Japan 13 巻 3 号 606 頁-608 頁 2005 年 7 月発行 
 
29．MRI 所見にて Wunderlich 症候群と診断した 1 例：野村可之，加藤有紀，近内勝幸，
佐治正彦，高安義弘 日本産婦人科学会神奈川地方部会会誌 41 巻 2 号 114 頁-117 頁 
2005 年 1 月発行 
 
30．非定型性肺炎により SIRS を合併し、早産にいたった 1 例：野村可之，武井美城，    
梅津信子，岡本真知，細川真理子，春木篤，石川浩史，安藤紀子，高橋恒男，平原史樹    
日本産科婦人科学会神奈川地方部会会誌 40 巻 2 号 92 頁-96 頁 2004 年 1 月発行 
 
 
